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ILSI Japan活動報告＜36＞ 

 

【部会･分科会活動報告】 2012年7, 8月度 

食

品

安

全

研

究

会 

食品微生物研究部会 ①「微生物試験のグローバル動向に関する情報発信」WG開催 

  （7/6 14:00～16:00 於 ILSI事務局） 

・活動テーマの策定 

②部会全体会議 および MALDI TOF/MS勉強会 

  （7/24 10:00～17:00 於サントリーカトラリーハウス） 

・MALDI TOF/MSメーカー2社による勉強会 

・MALDI TOF/MSについて今後の活動案の協議 

・「微生物試験のグローバル動向に関する情報発信」WGの報告、 

今後の活動案の策定 

次回部会全体会議およびCODEX規格勉強会 

：11/20 13:00～17:00 於 ILSI 事務局 

食品リスク研究部会 ① 運営会議準備 

・今後の活動内容案作成 

②論文「遺伝毒性発がん物質のMOEアプローチ（Benford D. et al., 

Food Chem. Toxicol. 2010）」日本語訳修正作業 

③書籍「毒性学教育講座（下巻）」原稿作成 

＜次回運営会議：9/6, 13:00～於 花王すみだ事業所＞ 

食品アレルギー研究部会 特になし 

 

香料研究部会 特になし 

 

食品安全調査研究部会 特になし 

 

バ

イ

オ

テ

ク

ノ

ロ

ジ

｜

研

究

会 

植物研究部会 バイオテクノロジー研究会としての開催で下記参照。当部会としての

会合と重複。 

  環境リスク評価分科会 ・ERA調査報告書8月号を下記省庁に持参して説明。 

環境省、農水省、文科省 

・ERAプロジェクト調査報告第5号（AUG 2012号）発刊。 

  アレルギー性タンパク質の

分析方法分科会 

特になし 

 

  組換え体検知法分科会 特になし 

 

バイオテクノロジー研究会全体 ・第11回部会開催（7/25）ERA調査報告書第6号用発刊に向けての

勉強会含む。 

・第12回 ISBGMOシンポジウム（9月17～20日、セントルイス）

および IFBiC Composition DataBaseワークショップ（9月13～

15日、ワシントンDC）参加者調整。 

・ERAおよび ISBGMO学会参加に関するアカデミアとの第4回懇談

会（8/8）。 

栄

養

健

康

研

究

栄養研究部会 次回部会開催（9/4）に向けて、調査研究活動 WG テーマの絞り込み

に関するアンケート調査実施（8/6-31）。 

  肥満タスクフォース  

 

GRプロジェクト 特になし 
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会 茶類研究部会・茶情報分科会 特になし 

 

食

品

機

能

性

研

究

会 

食品機能性研究部会 特になし 

 

  脳機能分科会 PASSCLAIM – Mental state and performance翻訳中 

 

  免疫能分科会 特になし 

 

  ロコモ分科会 特になし 

 

寄付講座 

「機能性食品ゲノミクス」 

6月5日に開催した「機能性食品ゲノミクス」（ILSI Japan寄付講座）

Ⅱ期研究成果シンポジウム “食と健康”をめざす総合食品科学のニ

ューフロンティア（東大・弥生講堂・一条ホール）に関する報告書を、

中井特任准教授にご執筆いただき、「イルシー」誌へ寄稿いただいた 

C 

H 

P 

Project PAN 

（Physical Activity and 

Nutrition） 

◇ テイクテン（TAKE10!®） 

7/5, 10, 17, 18, 19, 20, 26 「すみだテイクテン フォローアップ教

室」（墨田区6会場） 

7/9 世田谷区主催介護予防教室（講師：木村美佳、世田谷区上祖師

谷グループホームかたらい） 

8/11 墨田区広報誌「すみだ」で24年度「すみだテイクテン」 

初心者教室の募集開始 

8/28~30  いしのまきテイクテン講習会 

（講師：木村美佳、28~29日: 石巻市立北上中学校視聴覚教室、30

日: 北上地区仮設にっこりサンパーク団地集会所、参加者25名） 

Project SWAN 

（Safe Water and Nutrition） 

7/31, 8/2, 3, 7, 10, 21~24, 28  村の代表者を対象としたフォーカス・

グループ・ディスカッション（Hanoi, Nam Dinh）。 

8/7～9  プロジェクト評価を目的としたサポートチームへのインタビ

ュー（Hanoi, Nam Dinh） 

Project IDEA 

（Iron Deficiency Elimination 

Action） 

7~8月 鉄とリジンを強化した米を用いた実証試験（Bangalore州）

の方法について、ILSI Indiaと検討 （India） 

8月  ベトナムの強化米マーケットトライアルに関し、ベトナムNIN

とフィリピンFNRI間で協力合意（Vietnam） 

CHP全体 

 

 

国際協力委員会 

 

・平成23年度東アジアプロジェクト報告書の英語版を作成し、発刊

した 

・平成24年度東アジアプロジェクト事業提案が採択された。概要が

農林水産省HPに掲載された

http://www.maff.go.jp/j/shokusan/kaigai/pdf/h24_kikaku_ilsi.pdf 

・9月6-7日に韓国にて第4回日中韓会議（BeSeTo会議）を開催。

今回は ILSI韓国支部が主催 

・11月26-28日にシンガポールにて6th Asian Conference on Food 

and Nutrition Safetyを開催。ILSI東南アジア地域支部主催。 

http://www.ilsi.org/SEA_Region/Pages/ViewEventDetails.aspx?

WebId=4D540914-EEB6-40E4-89EB-0B73BA3D76C1&ListId=

478BE3CB-581B-4BA2-A280-8E00CCB26F9C&ItemID=66 

・部会（2012年度第6回（7/26））開催 

情報委員会 1. 委員会開催2回（7, 8月） 

2. 日常業務としてのホームページ更新。会員専用対応検討。 

3. 「栄養学レビュー」誌 

http://www.maff.go.jp/j/shokusan/kaigai/pdf/h24_kikaku_ilsi.pdf
http://www.ilsi.org/SEA_Region/Pages/ViewEventDetails.aspx?WebId=4D540914-EEB6-40E4-89EB-0B73BA3D76C1&ListId=478BE3CB-581B-4BA2-A280-8E00CCB26F9C&ItemID=66
http://www.ilsi.org/SEA_Region/Pages/ViewEventDetails.aspx?WebId=4D540914-EEB6-40E4-89EB-0B73BA3D76C1&ListId=478BE3CB-581B-4BA2-A280-8E00CCB26F9C&ItemID=66
http://www.ilsi.org/SEA_Region/Pages/ViewEventDetails.aspx?WebId=4D540914-EEB6-40E4-89EB-0B73BA3D76C1&ListId=478BE3CB-581B-4BA2-A280-8E00CCB26F9C&ItemID=66
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・20巻4号（通巻76号）の編集作業および発刊 

・21巻1号（通巻77号）の翻訳・監修作業進行中 

  編集部会 ・「イルシー」誌110号（第6回「栄養とエイジング」国際会議プロ

シーディング）の原稿査読・編集中 

・「イルシー」誌111号の編集開始 

 

【講演会･シンポジウムご案内】 

講演会名 案内 担当研究部会 

 

 

  

 

 

  

 

【事務局からのお知らせ】 

事務局 

 

事務局は8月27日より下記の新事務所に移転致しました。 

 〒102-0083 

 東京都千代田区麹町3-5-19 にしかわビル5F 

 交通：東京メトロ「麹町」「半蔵門」共に駅徒歩3分 

 地図 ⇒ http://www.ilsijapan.org/ILSIJapan/ILJ/ILJmap.php 

なお、移転に伴うTel・FAX・E. Mailの変更はありません。 

 

平成24年9月1日付で、内田 博氏が総務／経理担当事務局次長とし

て当機構に勤務いただけることになりましたのでお知らせ致します。

内田氏には味の素㈱で培った豊富な経理経験と知識をもちまして当

機構の事業活動の、より敏速な計数管理と能率的運営を図ることを目

指して頂きたいと思います。 

また、当機構の研究会を担当しております杉崎祐司氏が9月1日付で

学術担当事務局次長に就任されましたのでご連絡致します。 

ILSI Japan は本年度から新しい組織と体制で出発致しました。当機

構が多様化する課題について、科学的な解明をはかる担い手になる上

で、お二人のご参加は力強い支えになると確信しております。会員各

位におかれましては、これまで以上に、ご支援とご協力をお願い致し

ます。 

 

 

http://www.ilsijapan.org/ILSIJapan/ILJ/ILJmap.php

